
２０１０年度 早稲田大学大学院教職研究科入学試験 

 

(特別選考入試（第二次日程）：小論文) 

 

 問 題 用 紙  
 

 

 

注 意 事 項 

 

１． 問題冊子および解答用紙は、試験開始の指示があるまで開かないこと。 

２． 問題は、２ページに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱

丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせること。 

３． 受験番号および氏名は、試験が開始されてから、解答用紙の所定欄に正確に記入すること。

なお、解答用紙が複数枚ある場合には、それぞれの所定欄に正確に記入すること。 

受験番号は以下の例のとおり、数字で記入すること。 

 

    （例）11001 番 ⇒  

 

 

４． 解答はすべて解答用紙の所定欄にＨＢの黒鉛筆またはＨＢのシャープペンシルで記入する

こと。 

５． 試験終了の指示が出たら、すぐに解答を止め、筆記具を置くこと。終了の指示に従わずに

解答を続けた場合は、答案の全てを無効とするので注意すること。 

６． 試験終了後、問題冊子は持ち帰ること。 

７． いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出すること。 

 

小論文注意 

１． 解答は横書きとし、楷書で左から右へ書くこと。 

２． 句読点、記号等、および改行のために生じる余白もすべて字数に含む。また、解答用紙の

字数を超えて解答してはいけない。 

３． 本文中に自分の氏名を書かないこと。 

４． 小論文解答用紙は汚したり、折りまげたり、破ったりしないこと。 

５． 下書きは、別に配付の下書用紙を使用すること。試験終了後、下書用紙は持ち帰ること。 
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 以下の論題について、１２００字程度（１１００字～１３００字）で解答してください。 

 

 

 

 

 

 

論題 

 

学校の教育力を高めるには、「構成員である教職員の資質能力の向上を図る

こと」に負うところが非常に大きいと考えられています。 

そこで、教員であるあなたは、どのようなことを通じて「資質能力の向上」

に努めていますか（いましたか）。また、そのことによって、自校において、

「あなた自身」や「同僚」はどのように変わりつつありますか。具体的に述べ

なさい。 

 

（注）ここで言う「自校」とは、現任校もしくは直近の勤務校を指しています。 


